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ＧＸの加速化に向けた炉内アンモニア火炎可視化技術の開発 

に関する基礎検討 

 
 
目  的 

現在，気候変動対策に有効なカーボンフリー燃料の一つとして注目されてい

るアンモニアの社会実装に向け，多くの企業が既存燃料の燃焼炉からアンモニ

ア専焼・混焼炉への転換に向けた取組みを活発化している中，特に高温炉内にお

いてアンモニア火炎の観測が困難であるという課題が新たに浮上した。本稿で

は，この課題を解決するために，受動紫外・赤外分光法に基づく炉内アンモニア

火炎可視化の実現性について基礎実験結果に基づき評価したので報告する。 
 
主な成果 

高温炉内環境におけるアンモニア火炎可視化について，阻害要因として，輻射

や混焼燃料火炎の発光及び燃焼生成物による光吸収を仮定した場合，240～

290nm 付近のアンモニア火炎の発光を選択的に捉えることで可視化が可能であ

るとの結論を得た。 
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図 3 アンモニア火炎可視化実験装置構成 

図 1 アンモニア火炎発生装置外観 図 2 燃焼中のアンモニア火炎 

図 4 アンモニア火炎可視化事例（左：観測部可視画像，右：アンモニア火炎可視化画像） 


